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今年は災害が多く，7月に西日本を襲った豪雨は住民の方々の日々の暮らしを大
きく破壊してしまいました．被災された方々に心からお見舞い申し上げますととも
に，できるだけ早い時期での復旧を祈念いたします．
西日本では，厳しい残暑の中での復旧作業がまだ続いており，日本言語聴覚士協

会も大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会(JRAT；Japan Disaster
Rehabilitation Association Team)のメンバーとして復旧を支援しています．JRAT
は，2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災を機に結成された組織で，日本リハ
ビリテーション医学会，日本理学療法士協会，日本作業療法士協会，日本言語聴覚
士協会，日本義肢装具士協会，日本介護支援専門員協会など 13 団体が加盟し，大
規模災害時の組織的な支援に備えて全国規模の体制づくりを進めています．人々の
生活機能の維持･向上に専門的に対応するリハビリテーション専門職は，被災され
た方々の健康の維持，被災された障害のある方や高齢者の活動性の維持･向上に専
門的な知識や技能を活用することができると思われます．当協議会は，災害時に多
職種が連携して適切な対応がとれるよう，都道府県単位で多職種災害リハビリテー
ション･コーディネーター育成のための研修会も開催しています．
さて，今号は 2018 年 6 月 22 日～23 日に富山市で開催された第 19 回日本言語聴

覚学会(会長：中野徹先生)の講演抄録が掲載されています．ここに掲載された多く
の貴重な研究が，“根拠に基づく言語聴覚療法”の進展を支える基盤になるものと思
います．学会の講演抄録のほか，今号には短報 2編と調査報告 1編が掲載されてい
ます．いずれも摂食嚥下障害に関連する研究で，嚥下障害の回復に関与する要因，
嚥下の評価方法，言語聴覚士による口腔ケアの実態を探求し，興味深い結果を得て
いますのでご一読ください．
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